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※は県例規集登載
【規則】

番 号 表 題 担当課名

２※ 食品衛生法施行細則の一部を改正する規則 安全衛生課

３※ 公衆浴場法施行細則の一部を改正する規則 同

４※ 徳島県用度・給与集中管理特別会計規則の 管財課

一部を改正する規則

５※ 徳島県県有車両管理規則の一部を改正する 同

規則

６※ 徳島県の物品等又は特定役務の調達手続の 同

特例を定める規則の一部を改正する規則

７※ 徳島県税条例施行規則の一部を改正する規 税務課

則

８※ 滞納処分と強制執行等との手続の調整に関 同

する通知書の様式等に関する規則を廃止す

る規則

９※ 個人情報の保護に関する法律施行細則の一 県民ふれあい課

部を改正する規則

１０※ 児童福祉法施行細則の一部を改正する規則 青少年・こども

家庭課

１１※ 徳島県立総合看護学校管理規則の一部を改 医療政策課

正する規則

１２※ 徳島県流域下水道事業財務規則の一部を改 水環境整備課

正する規則



【
公
布
さ
れ
た
条
例
等
の
あ
ら
ま
し
】

●

食
品
衛
生
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
二
号
）

一

営
業
許
可
申
請
書
・
営
業
届
及
び
変
更
届
の
様
式
に
つ
い
て
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

公
衆
浴
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
三
号
）

一

浴
槽
水
の
水
質
基
準
に
つ
い
て
所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
用
度
・
給
与
集
中
管
理
特
別
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
四
号
）

一

官
報
を
物
品
の
範
囲
か
ら
除
く
こ
と
と
し
た
。

二

そ
の
他
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

三

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
県
有
車
両
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
五
号
）

一

職
員
の
運
転
免
許
の
有
効
期
間
等
の
確
認
に
つ
い
て
、
運
転
免
許
証
と
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
一
体

化
の
開
始
に
伴
う
所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

そ
の
他
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

三

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（

規
則
第
六
号
）

一

一
連
の
調
達
契
約
の
う
ち
最
初
の
契
約
以
外
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
の
公
告
期
間
の
短
縮

措
置
を
廃
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
七
号
）

一

自
動
車
税
の
減
免
の
申
請
書
に
記
載
す
る
運
転
免
許
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
運
転
免
許
証
と

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
一
体
化
の
開
始
に
伴
う
所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

滞
納
処
分
と
強
制
執
行
等
と
の
手
続
の
調
整
に
関
す
る
通
知
書
の
様
式
等
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す

る
規
則
（
規
則
第
八
号
）

一

滞
納
処
分
と
強
制
執
行
等
と
の
手
続
の
調
整
に
関
す
る
通
知
書
の
様
式
等
に
関
す
る
規
則
は
、
廃

止
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
九
号
）

一

個
人
情
報
取
扱
事
務
登
録
簿
の
様
式
に
つ
い
て
、
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る

た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
十
号
）

一

児
童
自
立
生
活
援
助
実
施
申
込
書
の
様
式
に
つ
い
て
、
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証
等
の
廃
止
に
伴

う
所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
立
総
合
看
護
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
十
一
号
）

一

准
看
護
学
科
の
入
学
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち
、
徳
島
県
立
総
合
看
護
学
校
長
が
定
め



る
要
件
を
満
た
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
学
科
試
験
の
全
部
を
免
除
す
る
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

●

徳
島
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
規
則
第
十
二
号
）

一

地
方
公
営
企
業
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
整
理
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

二

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。



徳
島
県
規
則
第
二
号

食
品
衛
生
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

食
品
衛
生
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

食
品
衛
生
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
八
年
徳
島
県
規
則
第
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

。
様
式
第
七
号
の

及
び
様
式
第
九
号
の

中
「栄

」
を
「栄

・
管
栄

」
に
改
め
る
。

（表）

（表）

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
様
式
第
七
号
及
び
様
式
第
九
号
に
相
当
す
る
改
正
前
の
様
式
第
七
号
及
び
様
式
第
九
号
に

よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。



徳
島
県
規
則
第
三
号

公
衆
浴
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

公
衆
浴
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

公
衆
浴
場
法
施
行
細
則
（
昭
和
六
十
年
徳
島
県
規
則
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
第
一
項
第
二
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

大
腸
菌
は
、
一
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
中
に
一
個
以
下
で
あ
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
規
則
第
四
号

徳
島
県
用
度
・
給
与
集
中
管
理
特
別
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
用
度
・
給
与
集
中
管
理
特
別
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
用
度
・
給
与
集
中
管
理
特
別
会
計
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
徳
島
県
規
則
第
二
十
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
各
課
等
（
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
を
除
く
。
）
の
項
中
「
、
官
報
」
を
削
り
、
「
郵
便
は
が
き

」
を
「
郵
便
葉
書
」
に
改
め
、
同
表
警
察
本
部
の
警
務
部
会
計
課
及
び
警
察
本
部
に
所
属
す
る
廨
の
項
の

か
い

項
名
を
「
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
及
び
警
察
本
部
に
所
属
す
る
廨
」
に
改
め
る
。

か
い

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
規
則
第
五
号

徳
島
県
県
有
車
両
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
県
有
車
両
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
県
有
車
両
管
理
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
徳
島
県
規
則
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
六
条
第
二
項
中
「
企
画
総
務
部
管
財
課
長
（
以
下
「
管
財
課
長
」
と
い
う
。
）
」
を
「
管
財
課
長
」

に
改
め
る
。

第
九
条
第
四
項
中
「
原
本
に
限
る
」
を
「
運
転
免
許
を
現
に
受
け
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
に
足
り
る
書

類
又
は
電
磁
的
記
録
を
含
む
」
に
、
「
免
許
証
の
」
を
「
運
転
免
許
の
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
第
十
一
号
中
「
第
六
十
三
条
の
六
」
を
「
第
六
十
三
条
の
六
第
一
項
」
に
改
め
る
。

様
式
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



様式第８号（第１８条関係）
（表 面）

管 理 者 補 助 者 所 属 名
決 裁 欄

交 通 事 故 原 票

事 故 の 種 類 衝 突 転 覆 路外逸脱 転 落 踏 切 そ の 他

前 天
発生の日時・天候 年 月 日 午 時 分ごろ

後
候

事故発生の場所

所 属
職 名

当 氏名･生年月日

免 許 証 交付日 年 月 日交付
又 は 第 号

事 免許情報記録 種 類

車 両 車 種 登録番号

者
運 行 用 務

住 所 ・ 職 業

氏名･生年月日
相

免 許 証 交付日 年 月 日交付
又 は 第 号
免許情報記録 種 類

車 両 車 種 登録番号
手

車両の保有者

自転車 歩行者 路上遊戯 その他の人 物 件 登校時 下校時
自転車、歩行
者等の住所、

方 職業、氏名及
び生年月日



（裏 面）

人的被害 全治
当 方

物的被害 円
被害の程度

人的被害 全治
相 手 方

物的被害 円

当 方
事 故 原 因

相 手 方

交 通 状 況 混雑・普通・閑散 明 暗 明け方・昼間・夕方・夜間

舗装（されている・されていない）
事故発生の 道 路 状 況 歩道（ある・ない）（両・片） 直線・カ－ブ
状 況

平たん・坂 見通し（よい・悪い） 積雪・凍結

信 号 又 は 信号（ある・ない） 駐・停車禁止（されている・されていない）
標 識 その他標識（ ）

速 度
甲車両（ ）㎞／h （制限速度 ㎞／h）
乙車両（ ）㎞／h （制限速度 ㎞／h）

車体修理の要否
及び程度

事故の措置 負傷者収容場所

その他の措置

高速自動車
一般国道 県 道 車 舗 装

路線名及び道路
国 道 幅

ｍ

の状況
市 道 町 村 道 そ の 他

員
歩 非舗装ｍ

その他の参
考事項 速度制限 追越禁止 駐車禁止 一時停止

交 通 規 制
通行区分帯 徐 行 一方通行 警笛吹鳴

今後の防止策
その他



附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
規
則
第
六
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
、
「
特
定
役
務
」
又
は
「
一
連
の
調
達
契
約
」
を
「
又
は
「
特
定
役
務
」
に
、
「
、
特
定

役
務
又
は
一
連
の
調
達
契
約
」
を
「
又
は
特
定
役
務
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
（
一
連
の
調
達
契
約
の
う
ち
の
最
初
の
契
約
以
外
の
契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札

に
つ
い
て
は
、
当
該
一
連
の
調
達
契
約
の
う
ち
の
最
初
の
契
約
に
係
る
こ
の
条
の
規
定
に
よ
る
公
告
に
お

い
て
、
当
該
最
初
の
契
約
以
外
の
契
約
に
係
る
こ
の
条
の
規
定
に
よ
る
公
告
を
少
な
く
と
も
二
十
四
日
前

に
行
う
旨
を
明
ら
か
に
し
た
場
合
に
限
り
、
二
十
四
日
前
）
」
を
削
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
行
わ
れ
た
公
告
そ
の
他
の
契
約
の
申
込
み
の
誘
引
に
係
る
契
約
で
同
日

以
後
に
締
結
さ
れ
る
も
の
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。



徳
島
県
規
則
第
七
号

徳
島
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
税
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
税
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
徳
島
県
規
則
第
七
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
十
三
条
の
三
十
二
第
二
項
第
五
号
中
「
、
交
付
年
月
日
及
び
有
効
期
限
」
を
「
及
び
有
効
期
間
の

末
日
又
は
免
許
情
報
記
録
（
道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
九
十
五
条
の
二
第
二
項

第
一
号
に
規
定
す
る
免
許
情
報
記
録
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
番
号
及
び
有
効
期
間
の
末
日
」
に
改
め

る
。第

二
十
五
条
の
四
第
五
号
中
「
、
交
付
年
月
日
及
び
有
効
期
限
」
を
「
及
び
有
効
期
間
の
末
日
又
は
免

許
情
報
記
録
の
番
号
及
び
有
効
期
間
の
末
日
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
三
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
規
則
第
八
号

滞
納
処
分
と
強
制
執
行
等
と
の
手
続
の
調
整
に
関
す
る
通
知
書
の
様
式
等
に
関
す
る
規
則
を
廃
止
す
る

規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

滞
納
処
分
と
強
制
執
行
等
と
の
手
続
の
調
整
に
関
す
る
通
知
書
の
様
式
等
に
関
す
る
規
則
を
廃
止

す
る
規
則

滞
納
処
分
と
強
制
執
行
等
と
の
手
続
の
調
整
に
関
す
る
通
知
書
の
様
式
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
三
十

二
年
徳
島
県
規
則
第
九
十
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
規
則
第
九
号

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
令
和
五
年
徳
島
県
規
則
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

様
式
第
二
号
そ
の
一
中
「
□

共
通

」
を
「
□共

通

」
に
、
「
□

東
部
各
局
・
セ
ン
タ

ー

等
・
総
合

県
民
局
共
通

」
を
「
□東

部
各
局
・
セ
ン
タ

ー

等
・
総
合
県
民
局
共
通

」
に
、
「
□

固
有

」
を
「
□固

有

」
に
、
「
□

本
人

」
を
「
□本

人

」
に
、
「取

扱
う

」
を
「取

り
扱
う

」
に
、
「
□

職
員

」
を
「

□職
員

」
に
、
「
□

業
務
委
託

」
を
「
□業

務
委
託

」
に
、
「
□

再
委
託

」
を
「
□再

委
託

」
に
、

「
□

指
定
管
理
者

」
を
「
□指

定
管
理
者

」
に
、
「
□

約
款

」
を
「
□約

款

」
に
、
「取

扱
わ
れ
る

」
を
「取

り
扱
わ
れ
る

」
に
、
「
□

有

」
を
「
□有

」
に
、
「
□

無

」
を
「
□無

」
に
改
め
、
同
そ

の
一
の
注
中
「様

式
は

」
を
「様

式
は

」
に
、
「第

２
条
第
９
項

」
を
「第

２
条
第
１
０
項

」
に
改

，
、

め
、
同
様
式
そ
の
二
中
「
□

有

」
を
「
□有

」
に
、
「
□

無

」
を
「
□無

」
に
改
め
、
同
そ
の
二
の

注
中
「様

式
は

」
を
「様

式
は

」
に
、
「第

２
条
第
９
項

」
を
「第

２
条
第
１
０
項

」
に
改
め
る
。

，
、

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
様
式
第
二
号
そ
の
一
及
び
そ
の
二
に
相
当
す
る
改
正
前
の
様
式
第
二
号
そ
の
一
及
び
そ
の

二
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。



徳
島
県
規
則
第
十
号

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

児
童
福
祉
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
四
年
徳
島
県
規
則
第
三
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

。
様
式
第
二
十
六
号
の
三
中
「被

保
険
者
証

」
を
「被

保
険
者

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
規
則
第
十
一
号

徳
島
県
立
総
合
看
護
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
立
総
合
看
護
学
校
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
立
総
合
看
護
学
校
管
理
規
則
（
平
成
二
十
二
年
徳
島
県
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
こ
の
号
に
お
い
て
」
を
削
り
、
「
の
卒
業
に
係
る
」
を
「
を
卒
業
し
た
者

又
は
卒
業
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
二
号
中
「
最
終
学
校
」
を
「
学
校
長
が

指
定
す
る
中
学
校
又
は
高
等
学
校
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
三
項
中
「
か
か
わ
ら
ず
、
」
の
下
に
「
学
校
の
」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
中
「
学
校
等
」
を

「
高
等
学
校
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

５

第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
校
の
准
看
護
学
科
の
入
学
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
う
ち

、
学
校
長
が
定
め
る
要
件
を
満
た
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
学
科
試
験
の
全
部
を
免
除
す
る
も
の
と
す
る

。

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。



徳
島
県
規
則
第
十
二
号

徳
島
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
七
年
三
月
十
一
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
流
域
下
水
道
事
業
財
務
規
則
（
令
和
二
年
徳
島
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
四
十
条
第
二
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。

第
四
十
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
十
八
条

削
除

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


